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はしかみ Hot! ニュース

集
中
す
る
こ
と
で
道
は
開
け
ま
す
。

大
い
な
る
希
望
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
羽
ば

た
い
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。
続

い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
菅
谷

諭
志
さ
ん
が
「
卒
業
後
に
階
上
町

へ
戻
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及

さ
せ
る
た
め
、
大
学
で
し
っ
か
り

と
知
識
を
身
に
付
け
ま
す
」
と
、

中
島
さ
や
か
さ
ん
が
「
今
日
ま
で

支
え
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
、
先

輩
方
に
感
謝
し
、
周
り
の
人
を
支

え
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
人
に
な

り
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
誓
い
の
言

葉
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
、
ハ
ー
ト
フ

ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み
を

会
場
に
、
28
年
階
上
町
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｉ
♥
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ

Ａ
Ｍ
Ｉ
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
開
催
さ
れ
、
対
象
者
２

１
３
人
の
う
ち
、
１
３
６

人
（
男
66
人
、
女
70
人
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
浜
谷
豊
美
町

長
が
「
困
難
な
状
況
で
も

臆
す
る
こ
と
な
く
努
力
を

積
み
重
ね
、
目
の
前
に
あ

る
一
つ
一
つ
の
こ
と
に

　

式
典
の
後
に
は
交
歓
会
が
行
わ

れ
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
や
恩

師
な
ど
と
再
会
を
喜
び
合
っ
た
ほ

か
、
中
学
時
代
の
写
真
を
ま
と
め

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
鑑
賞
や
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
恩
師
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
タ
イ
ム
な
ど
で
終
始
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

成
人
式
の
運
営
は
新
成
人
に
よ

る
実
行
委
員
会
が
行
い
ま
し
た
。

学
業
や
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
何

度
も
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
式
の

企
画
、
し
お
り
の
作
成
や
当
日
の

司
会
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
し
、

心
に
残
る
式
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

未
来
へ
向
か
っ
て
Ｉ
♥
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ

①
式
典
後
の
記
念
撮
影

②
③
新
成
人
代
表
と
し
て

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た

菅
谷
諭
志
さ
ん
と
中
島

さ
や
か
さ
ん

④
町
民
憲
章
を
唱
和
し
た

佐
々
木
李
奈
さ
ん
と
水

梨
子
将
也
さ
ん

⑤
友
人
と
の
再
会
を
喜
ぶ

新
成
人

⑥
最
高
の
式
を
作
り
上
げ

た
成
人
式
実
行
委
員
会

メ
ン
バ
ー
12
人
と
交
歓

会
司
会
者

成
人
お
め
で
と
う
！

②③④

⑤

⑥

①
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階
上
町
消
防
団
（
内
城
慶
富
団

長
）
は
１
月
10
日
、
階
上
中
学
校

前
と
同
校
体
育
館
を
会
場
に
、
消

防
団
出
初
め
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

観
閲
者
（
浜
谷
豊
美
町
長
）
に

よ
る
人
員
・
服
装
点
検
や
機
械
器

具
点
検
の
観
閲
の
後
、
同
校
前
道

路
を
会
場
に
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
や

女
性
消
防
ク
ラ
ブ
も
加
わ
っ
て
の

分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
浜
谷
町
長
が
「
町
民
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、

日
夜
献
身
的
な
活
動
を
続
け
て
い

　

12
月
17
日
、
２
０
１
５
シ
ー
ズ

ン
の
報
告
を
す
る
た
め
ヴ
ァ
ン

ラ
ー
レ
八
戸
代
表
の
細
越
健
太
郎

氏
と
主
将
の
新
井
山
祥
智
選
手
が

浜
谷
豊
美
町
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
は
今
シ
ー

ズ
ン
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
優

勝
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
６
位
、

総
合
成
績
で
準
優
勝
す
る
な
ど
、

大
躍
進
で
し
た
。

　

報
告
を
受
け
た
浜
谷
町
長
は

「
２
０
１
６
年
も
こ
の
調
子
で
頑

張
っ
て
、
ぜ
ひ
Ｊ
３
に
参
入
し
て

る
消
防
団
員
に
敬
意
と
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。
消
防
団
や
地
域
と

の
連
携
を
一
層
高
め
“
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
“
に
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
む
決
意
で
す
」
と
、
内

城
団
長
が
「
消
防
団
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
消
防
の
役
割
を
認
識

し
、
自
然
災
害
や
火
災
に
い
か
な

る
時
で
も
対
処
で
き
る
よ
う
備
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
頃
の

訓
練
に
よ
り
消
防
精
神
の
鍛
練
と

更
な
る
技
術
の
向
上
を
期
待
し
ま

す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
訓
示
し
、
町
を

守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
新
井
山
選

手
は
「
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

町
を
守
る
決
意
を
新
た
に

２
０
１
５
シ
ー
ズ
ン
報
告

町
消
防
団
が
出
初
め
式
を
挙
行

ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
が
訪
問

■日　時：2 月 14 日（日）10:00 ～ 14:00
■場　所：種差海岸周辺
■内　容：種差海岸周辺の民宿や食堂などで、冬ならではの食材を使って当日限定の『あったか
　　　　　スペシャルメニュー』を提供します。あったかメニューを食べてスタンプを集めると、　
　　　　　先着で記念品がもらえます。

■日　時：2 月 6 日（土）～ 3 月 3 日（木）
　　　　　《受付》15:00 まで
■内　容：貝がらに千代紙やビーズで飾り付けをして
　　　　　おひなさまを作ろう！
■参加費：100 円

種差海岸インフォメーションセンター  2月イベント情報

◎ぷらっとプログラム： おひなさまを作ろう

【問】種差海岸インフォメーションセンター　☎ 51-8500
　　 ホームページ URL　http://tanesashi.info/

※詳しくは種差海岸インフォメーションセンターに問い合わせてください。

（
写
真
）
２
０
１
５
シ
ー
ズ
ン
報
告
に

　
　
　

訪
れ
た
ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸

（
写
真
）
分
列
行
進
を
行
う
町
消
防
団

行くべ！Ｊさ！
　　ＧＯヴァンラーレ！

◎たねさしマルシェ
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　町は 1月 4日、ハートフルプラザ・はしかみを会場に階上町表彰条例表彰授与式を開き、本町町勢の振
興に寄与された 22名の方々を表彰しました。
　式では、被表彰者の方々に浜谷豊美町長から表彰状と記念品が贈られ、被表彰者を代表して鹿原章男さ
んが「表彰していただいたのは、先輩や同僚の御指導のおかげ。今後も階上町のために力を尽くしていき
たい」と謝辞を述べられました。

　1月 7日、町民憲章精神の啓発に役立ててほしいと、名誉町民の上野正藏
さんが町に、町民憲章額 2架を寄贈くださいました。目録を受け取った浜谷
豊美町長は上野さんの善意に感謝を表し、感謝状を贈呈しました。
　寄贈いただいた町民憲章額は町の木「ケヤキ」を使用して作られています。
ハートフルプラザ・はしかみの大ホールに飾っており、1月 10 日に行われ
た成人式で初お披露目となりました。

被表彰者
功　労　表　彰 褒　　　賞

（敬称略）

鹿原　章男（議会議員 12 年以上）
加藤　　祐（議会議員 12 年以上）
内城　慶富（消防団長・副団長 12 年以上）
高橋　一郎（行政委員 12 年以上）
坂本　憲子（介護保険事業計画等策定委員会委員
　　　　　・介護保険推進委員会委員 15 年以上）
西塚　弘之（交通安全対策協議会委員 15 年以上）

佐京　喜一（町の名誉に貢献）
釜谷　　久（高額寄附）

辻　　良純（保護司 15 年以上）
内城　和信（消防関係 30 年以上）
山田　則昭（消防関係 30 年以上）
下平　和明（消防関係 30 年以上）
重文字義信（町の名誉に貢献）
上平　和也（町の名誉に貢献）
冨田　隆智（町の名誉に貢献）
佐京　　実（町の名誉に貢献）
澤山　喜一（町の名誉に貢献）
黒坂　　聖（町の名誉に貢献）
佐京　忠光（町の名誉に貢献）
高屋敷季冬（町の名誉に貢献）
地代所英樹（町の名誉に貢献）
澁谷　和美（町の名誉に貢献）

階上町表彰条例表彰授与式

おめでとうございます
ありがとうございました

～上野正藏さんが町民憲章額２架を寄贈～

善　行　表　彰
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　行政サービスの負担額や国民健康保険税額などの基礎になるため、無収入の人でも申告が必要な場合が
あります。申告用紙は会場に準備します。※各家庭には配布されません。

■申告に必要なもの　※注：確定申告をする人は『源泉徴収票』を必ず持参してください。
　　　　　　　　　　　源泉徴収票が全て提出されないと確定申告書を作成できない場合があります。

■受付日程（受付時間　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00）

 受付日 会  場 地区名  受付日 会  場 地区名
2/16（火）
2/17（水）
2/18（木）
2/19（金）
2/22（月）
2/24（水）
2/25（木）
2/26（金）
3/　1（火）
3/　2（水）
3/　3（木）

3/　8（火）
3/　9（水）
3/10（木）
3/11（金）
3/13（日）
3/14（月）
3/15（火）

道仏
公民館

森の
交流館

石鉢
ふれあい

交流館

ハート
フルプ
ラザ・
はしか

み

駅　　前
道　　仏

追越・荒谷
榊・大　蛇
小　舟　渡

田代・晴山沢
角柄折・金山沢
平内・鳥屋部

石　　鉢
蒼　　前
野 場 中

赤 保 内
耳ケ吠東
耳ケ吠西
全 地 区
全 地 区
全 地 区
全 地 区

①給与や年金以外の所得がある人
② 27年中に退職した人や、2カ所以上の事業所から
給与の支払いを受け、年末調整の済んでいない人

③非課税所得 ( 遺族年金、障害年金、雇用保険 ) のみ
の人

④医療費控除など各種控除を受ける人
⑤ 27年中収入がなく、税金上誰の扶養にもなってい
ない人

⑥町外に居住する人の扶養になっている人

①税務署で確定申告をする（した）人
② 27年中の収入が給与のみで、勤務先から給与支払報
告書（年末調整済み）が町に提出されている人
③ 27年中の収入が公的年金のみ（遺族年金・障害年金
除く）で次の金額の人
　　・S26.1.1 以前に生まれた人⇒	148 万円以下
　　・S26.1.2 以後に生まれた人⇒	 	98 万円以下
④上記に掲げた人の扶養になっている人

≪お願い≫　申告期間中は会場が大変混雑しますので、書類は必ず整理・計算してから持参して
　　　　　ください。計算していない場合は、会場内に用意してある電卓を使用し、自分で計算
　　　　　してからの受け付けになります。ご協力よろしくお願いします。

町県民税 (所得税 )申告を受け付けします

申告が必要な人 申告が不要の人

【問】税務課　賦課グループ
　　 ☎ 88-2129

※注：扶養になっている人でも、各種手続きで所得証明書などが必要になる人は申告が必要です。

①

②

③

④

はんこ （朱肉
を使用するも
の）

［所得税還付申告の人］
→本人名義の通帳（金融機関名、支店名、口座番号が分かるもの）

［所得税振替納税の人］→本人名義の通帳および金融機関届出印

27 年中の所
得が分かる書
類

［給与・年金・賃金などがある人］→源泉徴収票・支払証明書等
［営業・不動産・農業所得がある人］→収支内訳書※、帳簿、領収書等

※収支内訳書は、国税庁ホームページからダウンロード、または税務課で配布しています。

所得控除を受
けるために必
要な書類

「所得税確定申告書」または「お知らせはがき」（税務署から送付されている人のみ）

■開設
　3月 15日（火）まで
　9:15 ～ 16:00
　※土日祝日除く
■会場
　八戸商工会館
○個人事業者の消費税・
　地方消費税の確定申告
　と納税期限は3月 31　
　日（木）です。
　【問】八戸税務署
　　　  ☎ 43-0141

所得税の申告は次の
会場でも行えます

27 年中に支払った国民年金・生命保険・地震保険・長期損害保険などの控除証明書
［医療費控除］27 年中に支払った医療費の領収書、補てんされた保険金などの額が
分かるもの［障害者控除］障害者手帳・愛護手帳・障害者控除対象者認定書
※社会保険料控除…年金から天引きされた介護保険料・国民健康保険税・後期高齢者保険
　料は、年金受給者本人のみの控除となります。
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国民健康保険税　　第 8 期

　　　　　　　　の納期限です。

忘れずに納めましょう。

2月29日（月）は

【問】税務課　収納グループ　☎ 88-2114

　個人番号カードの交付について、次のとおりお知らせします。

《１》本人確認書類………………	運転免許証・パスポート・身体障害者手帳など　写真付き 1点
　　　　　　　　　　　　　	 または保険証・年金手帳・学生証・診察券など　写真なし 2点
　　　　　　　　　　　　　	 （「氏名と住所」、「氏名と生年月日」が確認できるもの）

《２》交付通知書（はがき）……	「回答書」の欄に、住所と氏名を自署または記名押印してください。
《３》通知カード
《４》住基カード（持っている人は必ず）
	○あらかじめ暗証番号を考えてきてください（数字 4桁および英数字 6～ 16文字）。
	○ 15 歳未満の人の場合、本人と一緒に法定代理人が来庁してください。
	○成年後見人や代理人が受け取りに来る場合に持参するものは、あらかじめ問い合わせてください。

《平　日》　8 時 15 分から 18時 00分まで
《土曜日》　8 時 15 分から 16時 00分まで（第 3土曜日を除く）

■個人番号カードコールセンター
　　☎ 0570-783-578（通話料有料）　平日 8:30 ～ 22:00、土日祝日 9:30 ～ 17:30
　　（個人番号カードの紛失、盗難などによる一時利用停止については、24 時間 365 日受付）
　【問（カード）】町民生活課　戸籍住民グループ　☎ 88-2872
　【問（制度）】　　総務課　　　行政防災グループ　☎ 88-2873

　最寄りの警察や交番へ届け出し、コールセンターへ一時停止を電話してください。また、町民生活課に
も紛失届（または電話）をしてください。
　　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎ 0120-95-0178 （無料）
　　個人番号カードコールセンター　　☎ 0570-783-578 （有料）
　　　　　　　　　繋がらない場合は　☎ 050-3818-1250（有料）
　　※紛失の場合、コールセンターは 24時間 365 日対応します。

　引っ越しや婚姻等により住所や氏名等が変更となったときは、届け出の際に個人番号カードを持参して
ください。

　再申請をしていただくこともあります。詳しくは町民生活課へ問い合わせてください。

マイナンバー制度について
カード交付の際に持参するもの
 （カードの受け取りができるのは原則、本人です）

カード交付（受付）時間

紛失した場合

住所や氏名等の変更

個人番号カードを申請中に住所変更等をした場合

　町ホームページに掲載する有料バナー広告を随時
募集しています。事業 PR などにぜひご利用ください。
　【料金】月額　　5,400 円
　【規格】縦 60 ピクセル×横 150 ピクセル
　　　　  GIF、JPEG、PNG 形式で、10KB 以内。

※詳しくは問い合わせてください。

町ホームページのバナー広告を募集します

【問】総務課　行政防災グループ　☎ 88-2873
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住民基本台帳の閲覧状況を公表します

　東北財務局青森財務事務所では、多重債務相談窓口を設置しております。相
談員が借金の状況などを伺い、必要に応じて弁護士などの専門機関に引き継ぎ
を行います。相談は秘密厳守・無料です。お気軽にご相談ください。

【電話】017-774-6488
【場所】青森財務事務所（青森市新町 2-4-25　青森合同庁舎 3 階）
【受付】月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30

「多重債務相談窓口」のご案内

《募集対象》階上町子ども読書活動推進計画（第二次計画案）
　この計画は、0歳から 18 歳の子どもの読書活動を推進するためのもので、将来を担う子どもたちが、
生きる力や豊かな心を育むような読書活動ができるよう、読書環境を整えていくことを目的としています。
このたび、当該（案）を取りまとめましたので、これを公表し、広く町民の皆さんの意見を反映するため、
意見募集を行います。　※計画案は、教育課社会教育グループで閲覧できます。

住民基本台帳法では、住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況の公表を定めています。

■ 27 年 1 月 1 日から 27 年 12 月 31 日までの閲覧状況

パブリックコメントを募集しています

【問】教育課　社会教育グループ　☎ 88-2698

【問】町民生活課　戸籍住民グループ　☎ 88-2872

■意見を提出できる人
　町内に住所を有する人、町内に勤務・通学している
　人、町内に事務所または事業所を有する個人、団体
■募集期限　2 月 19 日（金）～
　　　　　　3月 14日（月）17:00 必着
■意見の取り扱い
　提出いただいたご意見などの概要とそれに対する考
え方などについて、ホームページなどにより一定期間
公表します。個別の回答は行いませんので、ご了承く
ださい。

■提出方法
　意見書様式に、住所、氏名、電話番号、意見
内容を記入し、①持参②郵送③ FAX④電子メー
ルのいずれかで提出してください。
※計画（案）および意見書様式は、町ホームペー
ジからダウンロードまたは教育課社会教育
グループにあります。
※電話による受け付けはいたしません。

（町民の皆さんからの意見）

申出者の氏名
( 法人の場合は名称 )

一般社団法人中央調
査社
会長　西澤　豊

27年
10月
16日

大字道仏
7歳以上の男女 12人

「2015 年 11 月全国放送サービス接触動向調査
（テレビ・ラジオなどがどのように見聞きされて
いるかをおたずねする調査）」実施のための対象
者抽出のため。（NHK放送文化研究所からの委託）

株式会社日本リサー
チセンター
代表取締役社長　
鈴木　稲博

27年
10月
20日

蒼前西一丁目～六丁目
10歳以上 17歳以下の
男女 20人

「青少年のインターネット利用環境実態調査」実
施のための対象者抽出のため。（内閣府政策統括
官（共生社会政策担当）からの委託）

一般社団法人中央調
査社
会長　西澤　豊

27年
11月
17日

大字道仏字堤、
大字道仏字大蛇長根
満 20歳以上の男女 17人

「第 7回勤労生活に関する調査」実施のための対
象者抽出のため。（独立行政法人労働政策研究・
研修機構）

利用目的の概要 閲覧にかかる
住民の範囲

閲覧
年月日
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ごみ情報 No.28 古布・古着をフルにリサイクル！
1　「古布」ってなに？

2　具体的にどのようなものが対象となるの？

素材が主にめんの物は町の資源回収（古
布）の日に出して、古布回収の対象外で
あるジーパンやジャンパーなどはリサイ
クルショップなどで買い取ってもらって
いるの。買い取ってもらえば環境だけで
なく財布にも優しいしね。

家に不要になった衣類やシーツ、タオル
が大量にあって処理に困ってるんだけど、
A子はどうしてる？

不要な物はリサイクル、必要な物は最低
限に。自分の持ち物を把握することがエ
コの第一歩よ！一緒に頑張ろう！

　Tシャツ／シャツ／パジャマ／トレーナー／ベビー服
めんのズボン／タオル／シーツ　など

一石二鳥ね！ A子を見習って一度整理し
てみようかな！

【問】町民生活課　生活環境グループ　☎ 88-2119

ある日の井戸端会議にて。

【問】町民生活課　生活環境グループ　
　　 ☎ 88-2119

【問】産業振興課　農林水産グループ　☎ 88-2116
　　　八戸家畜保健衛生所　　　　　　☎ 27-7415

　雪や台風時であっても、
原則、ごみの収集は行いま
す。しかし、収集時間が通
常と大きく変わることがあ
りますので、ごみを出す場合は通常どおり当日の
朝 8時までに出してください。

　家畜伝染性疾病の発生予防
やまん延を防止することを目
的とした「家畜伝染病予防法」
により、年 1回その飼養状況
を報告することが法律で義務付けられています。

■対象
　牛・豚・馬・鶏などの家畜を所有している人やペッ
トとして鶏（チャボ、ウコッケイなどを含む）、ア
ヒル、キジ、ホロホロ鳥、うずらなどを飼ってい
る全ての人

■報告方法
　2月 1日現在の飼育場所や頭羽数などの状況を、
所定の「定期報告書」に記入し、産業振興課農林
水産グループに提出してください。

■報告期限
　3月 4日（鳥類は 6月 15日）まで
　※詳しくは問い合わせてください。

　積雪により一部の道路で収集車が通行できない
場合がありますので、そのような場合は次回以降
で運行可能な収集日に出してくださるようお願い
します。
　また、運行可能な道路状況であっても、ごみが
雪に覆われていて取り損ねてしまうおそれがある
ため、集積所を利用している皆さんで、雪かきす
るなどご協力をお願いします。

　強風によりごみが風で飛ばされて周囲に散乱し
たり、雨で紙類の資源物が濡れたりしてしまうこ
とがあります。
　そのため、ごみを出す際は散乱しないよう注意
し、紙類の資源物は次回以降天候が良い収集日に
出してくださるようお願いします。

家畜を飼っている人は
飼養状況の報告をお願いします

荒天時のごみ収集について

積雪時のお願い

牛・豚・馬・鶏などを飼っている人へ

台風時のお願い

　古布はめん素材の衣類やシーツなどのことで、回収さ
れた後は機械類の油を拭き取る布として再生されます。
そのため、吸水性の悪いもの（ジーパン、ジャンパー、コー
ト、セーター、スーツなど）、わたが入ったもの（布団や
ぬいぐるみ）、30㎝×30㎝未満の小さいもの、カーペット、
汚れがひどいもの、濡れているものは対象外です。

分別ワンポイントレッスン！

資源は無駄にせず、ごみの減量に努めましょう！
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身の安全を確保しましょう

file.25 地震が発生した時の対応

【問】総務課　行政防災グループ　☎ 88-2873

　倒れやすい家具などから離れ、丈夫な
テーブルや机の下などに隠れましょう。
　隠れる余裕がなければ座布団などで頭
を保護しましょう。

　繁華街では破損したガラスや看板など
の落下物に注意しましょう。
　手荷物などで頭を守り、足元に気を付
けて広場などに移動しましょう。

　ブレーカーやガスの元栓をもう一度確認
し、家族や近所の人と一緒に安全な経路を
通って避難しましょう。
　外出先など自分一人の時に災害に遭い、避
難しなければならない時は、周囲の人たちに
支援を求めましょう。

　緊急地震速報を知ったらすぐに火を消
しましょう。地震が起きたら無理をせず、
大きな揺れが収まってからガスコンロな
どの火を止めましょう。

　崩れそうなブロック塀、看板などから
離れましょう。自動販売機などの転倒に
も注意が必要です。橋や歩道橋の上も危
険です。

　電車やバスなどに乗っているときは勝
手に行動せず、乗務員の指示に従いましょ
う。慌てて降りると危険です。

■「家の中」にいたら ■「家の外」にいたら

■避難するときは

まず身を守る 落下物に注意

火の始末 倒壊物に注意

指示に従う

※火災や津波などの二次災害にも注意しましょう！

　町民の皆さんが行うイベントや生涯学習活動などの
お知らせを掲載するコーナーです。
　紙面に限りはありますがご活用ください。

［掲載申込締切］
■3月号（3月10日発行）　2月17日（水）

［掲載基準など］
　広く町民に参加を呼び掛けるもので、①町内
で活動する個人、サークル・団体および行政区
などが自主的に行うイベントや発表会・講座・
メンバー募集など②町内の施設（原則公共施設）
を会場として行うもの。
　詳しくは問い合わせてください。

○日時　3月 6日（日）11:00 ～
○場所　ハートフルプラザ・はしかみ
○内容　郷土芸能、民舞踊、新舞踊
　　　　民謡、手踊り等

春の訪れとともに、毎年開催される発表会。
今年もたくさんの芸達者らが稽古に励んでいます。
たくさんのご来場、お待ちしています。

【問】階上町南部芸能協会事務局
　　 ☎ 88-2051 【問】総務課　行政防災グループ　☎ 88-2873

第46回　階上町南部芸能発表会

町民伝言板町
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むし歯０ 本の子どもたち（50音順）

親子d
e

大
お お の

野　叶
か の ん

夢　ちゃん 小
お が さ わ ら
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ま り
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翔
と

　くん　
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畑　煌
こう

真
ま

　くん 坂
さかもと

本　鈴
れい

華
か

　ちゃん　　　　 佐
さきょう

京　裕
ひ ろ と

斗くん

澤
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音　ちゃん 高
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橋　弘
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成
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　くん　　　　　 立
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花　瑛
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　くん

中
なかむら

村　琉
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臥　くん　　 林
はやし

　優
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未奈　ちゃん

宮
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崎　龍
りゅうしん

心　くん　　 村
むらこし

越　大
だ い ち

知　くん

山
やまみち

道　心
こ い き

衣希　ちゃん　　　 【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2162

【問】教育課　社会教育グループ　☎ 88-2698

　12月 16日に行った 3歳児健診で、歯科健診の結果、むし歯の
なかった子ども 14人に表彰状を贈呈しました。

太
た

　くん

一緒に活動しませんか ～社会教育関係団体の紹介～
　町には、学習・文化・スポーツ活動などの様々な社会教育活動を行っている団体があります。一緒に活
動してみませんか。

　一緒に楽しくスポーツをしませんか。競技を続けていきたい、以前やっていたけどまたやりたい…とい
う人、もちろん初心者も大歓迎です。28年度には三戸郡総合体育大会が階上町で開催されます（6月 11
～ 12日予定）。各協会の活動日等お気軽に問い合わせてください。

階上町体育協会　競技協会会員募集

  団体名 内　　　容

  競技協会（活動曜日） 代表者   競技協会（活動曜日） 代表者

階上町子ども会
育成連絡協議会
階上町連合婦人会

階上町文化協会

階上町南部芸能協会

階上町体育協会

陸上（月・水・金）
バスケットボール（火・金）
バレーボール（火・木）
家庭婦人バレーボール（水）
軟式野球（火・木）
卓球（火・金）
ソフトテニス（日・水・木・土）
サッカー（水・金）
バドミントン（水・土）

ゲートボール　（火・金）
グラウンドゴルフ　（木）
弓道　（日）
柔道
剣道　（金・日）
相撲
水泳（土 /月 2回）
ボウリング

町中　江介
松倉　憲司
下平　保男
家口ナミ子
阿部　　奨
寅谷　文子
小坂　正年
山内　　勲
久保　雅庸

新井田　節
坂　美智夫
桑原　則子
木村　政和
河村　明見
上野　忠広
長瀬　正剛
伊藤　　淳

リーダー研修会（キャンプ、ハロウィン、クリスマスパーティー）、世話人研修会
単位子ども会活動（11単位）、小中高校生によるリーダーズクラブもあります。
各地区単位婦人会（8単位）活動、研修会、町文化祭食堂、チャリティ演芸発表会
芸術文化の振興・普及、団体間交流、総合文化展の開催
町文化祭への協力（15団体 3個人）
郷土芸能等の保存（えんぶり、駒踊り、鶏舞、神楽等）、南部芸能発表会
スポーツの振興、つつじマラソン大会、各種大会開催、郡・県民体育大会参加
県民駅伝競走大会、各競技協会・スポーツ少年団への支援
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学童保育の入会申込受け付けをします

■対　象　者　町民で 27年度に右の表の年齢になる人（対象
　　　　　　　者には 4月に個別通知をしています）。
　　　　　　　その他に、60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎
　　　　　　　臓、呼吸器またはヒト免疫不全ウイルスによ
　　　　　　　る免疫の機能に一定の障がいがある人。
■実 施 期 間　3月 31日（木）※期間を過ぎると助成対象外
■場所・回数　受託医療機関、1回
■接 種 料 金　3,000 円（生活保護世帯の人は無料）
■持　ち　物　予診票、健康保険証など

■対　象　者　町民で 21年 4月 2日から 22年 4月 1日までの出生児
　　　　　　　（対象者には 4月と 9月に個別通知をしています。）
■実 施 期 間　3月 31日（木）※期間を過ぎると助成対象外
■場所・回数　受託医療機関、1回（麻しん風しん混合ワクチン）
　○麻しんまたは風しんのいずれかにかかったことがある人は、混合ワクチンの接種対象者となります。
　○麻しん風しんの両方にかかったことがある人は、接種対象者から除く必要があるため、必ず担当まで
　　ご連絡ください。
■持　ち　物　予診票、母子健康手帳

■入会条件　保護者等が就労などのため昼間家庭にいない小学校 1～ 6年生
■受付期間　2月 12日（金）～ 2月 29日（月）
■申し込み　各学童クラブまで。申込書類は各クラブおよび保健福祉課にあります。
　　　　　　※対象者が小学校 6年生まで拡充されましたが、低学年が優先されます。
　　　　　　※保育園等を利用している児童がいるときは、就労証明書などを省略
　　　　　　　できることがあります。
■実施場所・定員

■利用時間　《平　　日》　放課後～ 19:00
　　　　　　《長期休み》　7:00　～ 19:00

注意事項　
　高齢者肺炎球菌は、過去に接種したことがある人は、対象になりません。今年度対象者の接種
期間は今年度のみです。5年ごとに対象になるものではありません。

 年齢 生年月日
 65 歳 Ｓ 25.4.2 ～Ｓ 26.4.1 生まれ
 70 歳 Ｓ 20.4.2 ～Ｓ 21.4.1 生まれ
 75 歳 Ｓ 15.4.2 ～Ｓ 16.4.1 生まれ
 80 歳 Ｓ 10.4.2 ～Ｓ 11.4.1 生まれ
 85 歳 Ｓ　5.4.2 ～Ｓ　6.4.1 生まれ
 90 歳 Ｔ 14.4.2 ～Ｔ 15.4.1 生まれ
 95 歳 Ｔ　9.4.2 ～Ｔ 10.4.1 生まれ
 100 歳 Ｔ　4.4.2 ～Ｔ　5.4.1 生まれ

 なかよしクラブ（認定こども園はまゆり保育園内） 88-2101 30 人
 あすなろクラブ（認定こども園石鉢保育園内 ) 88-3621 60 人
 階上保育園クラブ（認定こども園階上保育園内） 89-2302 19 人
 道仏保育園クラブ（道仏保育園内） 89-2210 19 人

予防接種を忘れずに
高齢者肺炎球菌

麻しん・風しん2期

【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2219

【問】保健福祉課　福祉グループ　☎ 88-2641

　○麻しんまたは風しんのいずれかにかかったことがある人は、混合ワクチンの接種対象者となります。
　○麻しん風しんの両方にかかったことがある人は、接種対象者から除く必要があるため、必ず担当まで

 クラブ名 電話 定員
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（広告）（広告）

ハンセン病の補償金の申請手続き期限が迫っています

がん検診無料クーポン券の利用はお済みですか？

　過去にハンセン病にかかったことがある人には、国から補償金（和解一時金）が支払われています（既
に亡くなった人も対象となります）。また、療養所に入所したことがない人も対象になります。
　
　既に国から補償金（和解一時金）を受け取った人は対象となりません。対象者が亡くなっている場合には、
ご遺族（法定相続人）に支払っています。
■手続期限　3月 31日　※訴訟の手続きが必要ですので、余裕を持って相談してください。
　
　公益財団法人沖縄県ゆうな協会、法律事務所、厚生労働省（難病対策課）のいずれかに相談してください。
電話で「ハンセン病の補償金について」と伝えていただくと担当者が対応します。
　プライバシーは固く守られるため、家族や友人に知られることはありません。手紙や電話が突然来るこ
ともありません。どんなことでも結構ですので、まずは問い合わせてください。
　
　ハンセン病は、感染し発病することが極めてまれな病気です。優れた治療薬により完治します。元患者
の身体の変形は後遺症にすぎず、早期に治療すれば身体に障がいが残ることはほとんどありません。

　27 年 5月末に、対象者へ大腸がん、子宮頸がん、乳がん検診の「がん検診無料クーポン券」を発送し
ています。
　大腸がんは 40歳代以降に、子宮頸がんと乳がんは若い世代に多いがんです。近年、階上町でも年々が
んで治療する人が増加傾向となっています。職場健診等で次のがん検診を受ける機会のない人は、ぜひこ
の機会に検診受診をお願いします。
　詳細については問い合わせてください。
■対象者　※次の生年月日の人

補償金の対象者ではありませんか

ハンセン病を正しく理解し偏見や差別をなくしましょう

相談・問い合わせ

【問】公益財団法人沖縄県ゆうな協会　☎ 098-832-9528
　　 法律事務所　　　　　　　　　　☎ 098-938-4381
　　 厚生労働省（難病対策課）　　　 ☎ 03-5253-1111

【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2162

H22 ～ 26 年度の間に一度も次の検診を受けていない女性大腸がん検診（男女）

 子宮頸がん検診 乳がん検診
 H　4.4.2 ～ H　5.4.1 生まれ S47.4.2 ～ S48.4.1 生まれ
 S62.4.2 ～ S63.4.1 生まれ S42.4.2 ～ S43.4.1 生まれ
 S57.4.2 ～ S58.4.1 生まれ S37.4.2 ～ S38.4.1 生まれ
 S52.4.2 ～ S53.4.1 生まれ S32.4.2 ～ S33.4.1 生まれ

S49.4.2 ～ S50.4.1 生まれ
S44.4.2 ～ S45.4.1 生まれ
S39.4.2 ～ S40.4.1 生まれ
S34.4.2 ～ S35.4.1 生まれ
S29.4.2 ～ S30.4.1 生まれ

～3月31日までのご利用です～
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（広告）（広告）

後期高齢者医療
高額医療・高額介護合算療養費支給申請のお知らせ

《支給対象者》
　後期高齢者医療制度に加入している人で、医療保険と介護保険の自己負担額（注）の両方の支払いをし
た人が支給の対象となります。世帯内に後期高齢者医療制度に加入している人が複数いる場合は、世帯で
合算します。

《対象期間》毎年8月 1日から翌年7月 31日までの 1年間です。
《支給額》
　医療保険と介護保険の自己負担額の合計が、所得区分に応じた自己負担限度額（表）を超えた場合に、
その超えた額が支給されます。ただし、超えた額が500円以下の場合は支給対象となりません。

《支給申請》
　支給を受けるには必ず申請が必要となります。
　なお、支給の要件に該当すると思われる世帯には、2月下旬に青森県後期高齢者医療広域連合から支給
申請のお知らせが送られます。お知らせが届いた人は保健福祉課②番窓口に申請してください。
　また、対象期間の途中に後期高齢者医療制度に加入した人や転入してきた人などがいる世帯には、支給
対象となる世帯でも、支給申請のお知らせが送られない場合がありますので、対象になると思われる場合
は問い合わせてください。

○申請に必要なもの （表）自己負担限度額

低所得Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税の場合
低所得Ⅰ：世帯員全員が住民税非課税の人の
　　　　　うち、世帯員全員の各所得金額が
　　　　　0円の場合
　（注）自己負担額は支払った額から高額療
　　　　養費や高額介護（予防）サービス費
　　　　を除いた額です。

　・支給申請書
　・高額介護合算療養費・高額医療合算介護（予防）サ
　　ービス費の支給申請について（お知らせ）
　・個人番号（マイナンバー）が分かるもの（通知カー
　　ドまたは個人番号カード）
　・本人確認書類（官公庁発行、発給の顔写真付き身分
　　証明書等）
　・はんこ
　・通帳（または通帳のコピー）等口座情報の分かるもの
※被保険者以外の人が申請する場合は委任状に加え、被
保険者の個人番号が分かるもの（コピー可）、申請者の
本人確認書類等が必要ですので、詳しくは問い合わせ
てください。
※対象期間中に青森県後期高齢者医療以外の医療保険や
他市町村の介護保険に加入歴があり、自己負担額があ
る場合は、それらの保険の自己負担額証明書が必要です。 【申・問】保健福祉課　健康増進グループ

　　　　　☎ 88-2219

 所得区分 自己負担限度額

現役並み所得

一 般

低 所 得 Ⅱ

低 所 得 Ⅰ

６７万円

５６万円

３１万円

１９万円
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子育てサークル「にこにこクラブ」

【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2162

冬季健（検）診優先日のお知らせ がん検診も
忘れずに！

元気な時こそ
健診を！ 冬季健（検）診優先日のお知らせ冬季健（検）診優先日のお知らせ

　今年度最後の、八戸市総合健診センターでの階上町健診優先日をお知らせします。まだ健（検）診が済
んでいない人は、ぜひこの機会の受診をお勧めします。お早目に申し込みください。
■申込締切　2 月 19 日（金）

■申込方法
　○保健福祉課健康増進グループへ
　　電話または FAX で申し込み
　　（☎ 88-2162 ／ FAX	88-2117）
　○ホームページから申し込み
　※申し込み時には①氏名、②生年月日、③電話番号、④受診希望日
　　⑤希望する健診項目をお知らせください。
　※定員を超える場合は、日程調整をさせていただきます。

○八戸市総合健診センターで実施できる健（検）診

乳がん検診、子宮頸がん検診
（午後の受診）

特定健診・国保人間ドック、胃・肺・大腸がん検診
（午前の受診）

階上町国民健康保険・後期高齢者医療の人のみ

以下は保険証の種別は問いません

健診日・申込方法

 西部 東部 中央 町内全域
3 月  2 日（水）
3 月  3 日（木）
3 月  9 日（水）
3 月 10 日（木）
3 月 11 日（金）
3 月 14 日（月）

2 月 29 日（月）
3 月  1 日（火）

3 月 2 日（水）
3 月 3 日（木）
3 月 4 日（金）

3 月  7 日（月）
3 月  8 日（火）
3 月  9 日（水）
3 月 10 日（木）
3 月 11 日（金）

町ホームページ
QRコード

特定健診
（血液、尿検査、心電図等）

生活習慣病予防健診
（血液、尿検査等）

胃がん検診
（バリウムによる検査）

肺がん検診
（胸部レントゲン撮影）

大腸がん検診
（便の潜血反応検査）

乳がん検診　※ 2 年に 1 回
（視診・触診・乳房X線撮影）

子宮頸がん検診
（内診、細胞診）

婦人科超音波検診
（卵巣・子宮の超音波検査）

骨粗しょう症検診
（骨量検査：かかとの超音波検査）

前立腺がん検診
（採血）

国保人間ドック
（特定健診の内容＋腹部超音波
　＋胃・肺・大腸がん検診）

40歳以上

30～ 39歳

40歳以上

20歳以上の女性

20歳以上の女性

30歳以上の女性

50歳以上の男性

40歳以上の女性
		（年度で偶数年齢）

30歳以上

40～ 69歳		 500 円
70 歳以上　　	 無料
心身障がい者※	 無料

3,000 円

1項目
500 円

1,080 円

1,944 円

2,160 円

30 ～ 39歳			5,000 円
40 ～ 69歳		 2,500 円
70 歳以上		 2,000 円

■健診日
①特定健診・国保人間ドック
　胃・肺・大腸がん検診
　月～金曜日（祝日除く）
　受付時間　7:30 ～ 9:30
②乳がん・子宮頸がん検診
　水～金曜日（祝日除く）
　受付時間　12:15 ～ 12:45
※心身障がい者
　身体障害者手帳 1～ 4級、愛
護手帳または精神保健福祉手帳
を持っている人

■注意
　胃がん検診と婦人科超音波検
査は、同じ日に受診できません。

■申し込み
　八戸市総合健診センター
　☎ 45-9131
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楽しいがいっぱい！子育て支援センター
子育てサークル 活動情報

◆◆スケジュール◇◆

親子d
e

就園していない子どもが対象です。
親子で楽しみませんか。

 地域子育て支援センター「すこやかる～む」 子育てサークル「にこにこクラブ」

期 日 活 動 内 容 期 日 活 動 内 容

3/3
（木）

3/10
（木）

3/11
（金）

3/17
（木）

3/24
（木）

ひなまつりを祝おう

ピョンピョンキャッチであそぼう

思い出パーティー　フォトフレーム

～にこにこ
　おしゃべり会～　

　申請方法

（場　所）石鉢ふれあい交流館
（時　間）10：00～ 12：00
（参加費）子ども１人につき 100 円

☆ボランティアさんによる、手づくり
　おやつを提供します

＜子育て講座＞
　「エプロンシアター・マジックショー」
※場所は道仏保育園です。
※申し込みは不要です。

［場　所］道仏保育園　　［時　間］10:00 ～ 12:00
［利用料］子ども１人につき 100 円

　　　＊保育園裏の駐車場をご利用ください。

■スケジュールは町ホームページにも掲載
　しています。（トップページ＞くらしの
　情報＞子育て・教育＞子育てサークル）

【問】保健福祉課　健康増進グループ
　 ☎ 88-2219

　　　道仏保育園（地域子育て支援センター）
☎ 89-2210

【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2219

やむを得ない理由（事故や急病など）で保険証を持たずに医療機関等を受診し、
全額自己負担した場合、申請により払い戻しを受けられます。
　※医療費を支払った日の翌日から 2年を過ぎると申請できませんので、ご注意ください。

■申 請 場 所　　保健福祉課②番窓口
■必要なもの　　・世帯主の保険証、はんこ、預金通帳
　　　　　　　　・世帯主および申請の対象となる人の個人番号確認書類
　　　　　　　　・窓口に来る人の本人確認書類
　　　　　　　　・領収書
　　　　　　　　・診療内容の明細書または診療報酬明細書（レセプト）
　　　　　　　　　※医療機関等が発行したもので病名や診療内容がわかるもの。
　　　　　　　　　　領収書と一緒に発行される診療明細書ではありません。

ちょこっと No.26 保険証持たずに受診国保

◆◇スケジュール◇◆
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自治研修所研修
その他研修

人間ドック
定期健康診断
結核検診

地方公務員災害補償基金青森県支部	 0 件

26人
20人

21 人
75人
96人

基本研修、選択研修、専門研修
市町村アカデミー、定住自立圏研修

総合健診
一般健診
胸部Ｘ線撮影

16

　「階上町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、職員の給与、職員数、勤務時間その他の状況
をお知らせします。
　詳しくは町ホームページに掲載します。

【問】総務課　庶務グループ　☎ 88-2112
人事行政の運営などの状況を 公表します

２．職員数の状況

３．職員の勤務時間・休暇取得状況 5．職員の研修・福利厚生の状況（26年度）

４．職員の分限・懲戒処分の状況（26年度）

①年齢別職員構成（27 年 4 月 1 日現在／単位：人）

①職員の勤務時間
　（一般職の標準的なもの／ 26 年 4 月 1 日現在）　

②年次有給休暇の取得状況（26 年）　

①研修の実施状況　

②福利厚生に関する状況

③公務災害補償制度

④職員福祉のための独自の制度

②部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4 月 1 日現在／単位：人）

※職員数は一般職に属する職員数。〔　〕内は条例定数の合計。

区分

区分 職員数
主な増減理由

対前年
増減数26 年度 27 年度部門

合　計

20 歳
未満

1 週間の
勤務時間

総付与日数
（a）

◇参考◇
　一般会計歳入、歳出の決算報告については、27
年 10 月号の広報はしかみ（2 ～ 3 ページ）に掲
載していますので、参考にしてください。

開始時刻

総取得日数
（b）

終了時刻

全対象職員数
（c）

休憩時間

平均取得日数
(b)/(c)

消化率
(b)/(a)

20 ～
23 歳

24 ～
27 歳

28 ～
31 歳

33 ～
35 歳

36 ～
39 歳

40 ～
43 歳

44 ～
47 歳

48 ～
51 歳

52 ～
55 歳

56 ～
59 歳

60 歳
以上 計

職員数	 0	 5	 10	 15	 8	 13	 19	 8	 7	 9	 7	 0	 101

　職員で構成された階上町職員互助会を設置し、職員から
の会費をもとに運営されています。
　［主な事業］弔慰見舞金等の給付、スポーツ・レクリエー
　　　　　　ション大会の開催など。

38 時間 45分	 8:15	 17:00	 12:00 ～ 13:00

	3,496 日	 708.9 日	 89 人	 8.0 日	 20.3％

	 分限処分者数 懲戒処分者数
	 4 人	 0 人

	 区　分 受講者数 内　　容

	 区　分 受診者数 内　容

	 加入団体 認定件数

2
29
9
7
8
0
9
3
6
73
15
88
0
3
11
14
102	
[130]

2
30
9
7
7
0
8
3
7
73
14
87
0
3
11
14
101	
[130]

0
1
0
0

△ 1
0

△ 1
0
1
0

△ 1
△ 1
0
0
0
0

△ 1	
[0]

一般行
政部門

議 	 会
総 	 務
税 	 務
民 	 生
衛 	 生
労 	 働
農林水産
商 	 工
土 	 木
小 計

県派遣職員の課付に伴う増

欠員不補充に伴う減

事務事業縮小に伴う減

事務事業増加に伴う増

法改正に伴う新教育長の身分の変更（一般職→特別職）教 育部門
小 　 計
病　	 院
下 水 道
そ の 他
小 　 計

普
通
会
計
部
門

公
営
企
業
等

　

会
計
部
門
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人事行政の運営などの状況を
１．給与などの状況

①人件費（普通会計決算）

②職員給与費（普通会計決算）

③職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額（27 年 4 月 1 日現在）

⑤特別職の給料・報酬等（27 年 4 月 1 日現在）

④職員の手当（27 年 4 月 1 日現在）

※職員手当には退職手当を含まない。職員数は、26 年 4 月 1 日現在の人数。

※平均給料月額：27 年 4 月 1 日現在における職種ごとの職員の基本給の平均。
※平均給与月額：給料月額と毎月支払われる扶養手当、通勤手当、住居手当、時間外勤務手当などの合計。

区分

区分

区分

区　分

手当名

住民基本台帳人口
（26 年度末）

職員数
A

歳出額
A

 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

給料・報酬月額 退職手当
期末手当

加算措置支給割合
（26 年度）

寒冷地手当

給与費

一般行政職

内容および支給単価（月額）

技能労務職

実質収支 人件費
B

人件費率
B ／ A

（参考）
25 年度の人件費率

１人当たり
給与費 B ／ A

支給職員１人当たり
平均支給年額 (26 年度決算 )

	26 年度	 14,080 人	 5,958,784 千円	 186,618 千円	 759,539 千円	 12.7％	 11.3％

	26 年度	 87 人	 306,758 千円	 36,058 千円	 110,234 千円	 453,050 千円	 5,207 千円

	 階上町	 39.8 歳	 296,088 円	 343,949 円	 56.4 歳	 321,000 円	 345,756 円
	 青森県	 43.6 歳	 330,300 円	 400,059 円	 48.8 歳	 304,900 円	 341,627 円

町　　長
副	 町	 長
教	 育	 長

給料月額×在職月数×45.5/100
給料月額×在職月数×26.5/100
給料月額×在職月数×22.5/100

691,200（768,000）円※
548,100（609,000）円※
504,900（561,000）円※

284,000 円
241,000 円
226,000 円

2.77 月分

2.95 月分

20％

20％ 支給方法・手当額は
一般職員に同じ。

※給料月額の（　）内は、減額措置を行う前の金額。
※退職手当の支給は、任期ごと。

議　　長
副	 議	 長
議　　員

配偶者　　　　　　　	13,000 円

扶養者　　配偶者あり　6,500 円　　　　　　配偶者なし	11,000 円	※ 16 歳～ 22 歳の子 1 人につき 5,000 円加算
179,905 円

138,002 円
58,981 円
312,000 円
60,206 円

1,305,000 円

自己都合
3,462 千円

応募認定・定年
24,071 千円

借家　　限度額 14,000 円　※持家の場合支給なし

距離により 2,000 円～ 31,600 円　※片道 2km 以上

課長　25,000 円～ 30,000 円
11 月～翌年 3月まで支給。　世帯区分により 7,360 円～ 17,800 円
期末手当　2.50 月分　／　勤勉手当　1.45 月分　※役職加算　5 ～ 15％

《支給率》　　　　　　　自己都合　　　　　　　　応募認定・定年
　勤続 20年　　　　	 20.445 月分　　　　　　	 25.55625 月分
　勤続 25年　　　　	 29.145 月分　　　　　　	 34.58250 月分
　勤続 35年　　　　	 41.325 月分　　　　　　	 49.59000 月分
　最高限度額　　　　		 49.590 月分　　　　　　	 49.59000 月分

《調整額》在職区分による調整額を合計した額（0～ 43,350）円× 60月
　※定年前早期退職特例措置　　2 ～ 45％加算

扶養手当

住居手当
通勤手当

管理職手当
寒冷地手当
期末･勤勉手当

退職手当
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地
方
経
済
が
弱
い
と
い
う
低
経
済

要
因
説
が
あ
る
。

③
都
市
化
が
進
め
ば
自
立
か
ら
依

存
体
質
に
変
わ
り
、
家
族
や
地
域

に
お
け
る
暮
ら
し
の
合
理
性
は
低

下
す
る
。仕
事
に
は
職
業
威
信
の

序
列
化
が
あ
り
、
若
者
の
就
業
意

向
と
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
生
じ
て
い
る
。

④
農
山
村
に
お
け
る
人
口
減
少
は

財
政
、
経
済
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

中
央
か
ら
提
供
さ
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
焦
り
が
招
い
た
。

⑤
有
効
な
対
策
と
し
て
、
(1)
地
方

移
住
で
人
口
の
回
復
、
そ
こ
で
暮

ら
す
若
者
の
経
済
安
定
、
産
業
を

興
し
や
す
く
し
雇
用
を
作
る
。
(2)

仕
事
は
新
た
に
作
る
必
要
は
な

く
、
地
方
に
あ
る
子
育
て
条
件
の

良
い
農
林
漁
業
や
自
営
業
を
活
用

す
る
。
(3)
経
済
中
心
で
な
く
家
族

中
心
で
も
の
を
考
え
る
﹃
働
き
方

改
革
﹄
を
す
る
。

　

今
こ
そ
復
興
国
立
公
園
と
潮
風

ト
レ
イ
ル
を
大
い
に
活
か
し
た
体

験
型
観
光
と
地
場
産
業
の
創
出

で
、階
上
町
の
創
生
を
目
指
し
た
い
。

　

現
在
、
全
国
の
自
治
体
が
直
面

し
て
い
る
地
域
政
策
課
題
に
つ
い

て
研
修
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
の

で
御
紹
介
し
ま
す
。

■
我
が
国
の
政
治
・
経
済
の
展
望

　
（
佐
伯
啓
思
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　

こ
の
20
年
間
の
日
本
経
済
失
調

が
起
き
た
背
景
に
は
、
①
手
を
打

た
な
か
っ
た
少
子
高
齢
化
、
②
日

本
経
済
全
体
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
③
供
給
増
と

な
っ
た
構
造
改
革
の
実
施
な
ど
の

問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
は
や
成

長
効
率
性
を
求
め
る
社
会
は
限
界

を
迎
え
て
お
り
、
勝
ち
負
け
で
は

な
く
共
生
し
て
す
み
分
け
た
社
会

の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

■
こ
れ
か
ら
の
地
域
政
策

　
（
山
下
佑
介
首
都
大
学
准
教
授
）

①
日
本
創
生
会
議
に
よ
る
人
口
減

少
問
題
へ
の
警
告
に
対
し
て
総
合

戦
略
の
策
定
が
急
が
れ
て
い
る

が
、
人
口
減
少
の
理
由
は
不
明
確

の
ま
ま
で
あ
る
。

②
人
口
減
少
社
会
の
正
体
は
、
東

京
一
極
集
中
の
都
市
化
要
因
説
か

町
長
室
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

階
上
町
長

　浜
谷
豊
美 23

地
方
消
滅
か
ら

　地
方
創
生
へ

〜
市
長
村
長
特
別
セ
ミ
ナ
ー
〜

図書だより 今月のおすすめ本
■ハートフルプラザ・はしかみ　☎ 88-2522

■道仏公民館　☎ 89-2110

■石鉢ふれあい交流館　☎ 80-1671

今
月
の
注
目

その他おすすめ
『ほしじいたけ ほしばあたけ』
	 石川基子　著

『ボタンちゃん』 小川洋子　著
『おいしいねってほめられスープ』
	 馬場香織　著

『ラオスにいったい何があるというん   
　ですか？』   村上春樹　著　…など

その他おすすめ
『毎日がときめく片づけの魔法』
	 近藤麻理恵　著

『ベストオブチーズケーキ！』
 　　　　　　　 石橋かおり　著

『たんぽぽ団地』　 　  重松清　著
『世界で一番美しい分子図鑑』  
	 セオドア・グレイ　著　…など

その他おすすめ
『エコなリメイク』 寺西恵里子　著
『そうでするする』 軽部武宏　作
『保健師の一日』 保育社　監修
『創造する力をのばす折り紙』
	 寺西恵里子　著　…など『もう ぬげない』

ヨシタケシンスケ　著

『人魚の眠る家』
東野圭吾　著

『きえた！かいけつゾロリ』
原ゆたか　作・絵

◆貸出時間◆
　［ハートフルプラザ・はしかみ］　
　　9 ～ 19 時（月～土、日・祝日）
　［道仏公民館］　
　　9 ～ 17 時（月～金）※土曜は 15 時まで
　［石鉢ふれあい交流館］
　　9 ～ 19 時（火～土、日・祝日）

おすすめ本は、紹介した図書室以外にも入荷することが
あります。入荷状況は各館に問い合わせてください。

（広告）（広告）

今
月
の
注
目

今
月
の
注
目
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こ
れ
ま
で
の
県
内
に
お
け
る
違

法
駐
車
を
み
る
と
、

○
雪
の
た
め
道
路
が
狭
く
な
っ
て

　

い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
駐
車

○
交
差
点
付
近
や
横
断
歩
道
付
近

　

で
の
駐
車

○
歩
道
を
駐
車
場
代
わ
り
に
し
た

　

駐
車

な
ど
の
例
が
み
ら
れ
、
交
通
事
故

や
交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

違
法
駐
車
は
、
救
急
車
や
消
防

　

今
年
も
厳
し
い
冷
え
込
み
と
な

り
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
大
雪
へ

の
備
え
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

冬
期
間
は
、
道
路
の
凍
結
や
積

雪
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
迅
速
か

つ
適
切
な
消
防
活
動
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
階

上
分
署
で
は
、
降
雪
や
積
雪
な
ど

の
気
象
の
状
況
に
応
じ
て
、
消
防

団
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防

水
利
の
確
保
に
日
夜
努
め
て
お
り

車
な
ど
の
緊
急
自
動
車
の
通
行

や
、
ご
み
収
集
作
業
、
除
排
雪
作

業
の
妨
げ
と
な
り
、
住
民
生
活
に

大
変
な
迷
惑
を
掛
け
ま
す
。
よ
っ

て
警
察
で
は
、
冬
期
間
に
違
法
駐

車
の
交
通
指
導
取
り
締
ま
り
を
よ

り
一
層
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
自
身
が

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
事
業
者
が
駐
車
場
を
確
保
す

る
な
ど
「
違
法
駐
車
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
環
境
作
り
」
を
す
る
こ

と
で
違
法
駐
車
を
な
く
す
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
次
の

こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
除
雪
の
際
は
道
路
に
雪
を
出
さ

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
消
防
水
利
付
近
に
は
雪
を
捨
て

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
路
上
駐
車
や
消
防
水
利
付
近
の

　

駐
車
は
道
路
交
通
法
で
禁
止
さ

　

れ
て
い
ま
す
。
消
防
活
動
の
妨

　

げ
と
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
し

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

灯
油
の
正
し
い
貯
蔵
・
取
り
扱

　

20
年
６
月
に
道
路
交
通
法
が
改

正
さ
れ
、
全
て
の
座
席
で
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
装
着
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

自
分
の
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く

て
も
相
手
の
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
速

け
れ
ば
、
衝
突
時
の
衝
撃
は
大
き

く
な
り
ま
す
。
運
転
者
は
自
分
自

身
と
同
乗
者
の
命
を
守
る
と
い
う

意
識
を
持
ち
、
全
座
席
で
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
給
油
す
る
と
き
は
必
ず
ス
ト
ー

　

ブ
の
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ

　

ン
ク
の
ふ
た
を
し
っ
か
り
と
閉

　

め
る
。

○
貯
蔵
に
は
推
奨
・
認
定
の
灯
油

　

缶
な
ど
専
用
の
容
器
を
使
う
。

○
風
通
し
が
良
く
、
雨
や
日
光
が

　

当
た
ら
な
い
場
所
に
保
管
す

　

る
。

○
火
気
使
用
器
具
か
ら
２
ｍ
以
上

　

離
し
て
保
管
す
る
。

○
灯
油
缶
の
キ
ャ
ッ
プ
は
し
っ
か

　

り
と
閉
め
る
。

消 防 情 報 交 番 情 報
火事は 119 番へ
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

　［消防情報案内］
　☎ 0180-991-888

事件は 110 番へ
階上交番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

今月の早め点灯時間は
午後 4 時 00 分です。

違
法
駐
車
は

　

迷
惑
駐
車
で
す

冬
期
間
に
お
け
る

消
防
活
動
に
ご
協
力
を
！

灯
油
の
正
し
い

　

貯
蔵
・
取
り
扱
い

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
で
命
を
守
る

ほっとスルメールをご利用ください ●平成 28 年階上町交通事故発生状況

＜登録用メールアドレス＞
anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp
　町内の緊急・気象・火災情報など
のメールを、携帯電話やパソコンで
受け取れます。上記アドレスに空
メールを送信し、登録手続きをして
ください。（右のＱＲコードからも
読み込めます）

 1月31日現在 前年同期比増減

死亡事故ゼロ連続日数 ３６９日

発生件数

死　　者

傷 者 数

１　件

０　人

１　人

−　２　件

−　１　人

−　３　人
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お知らせ information
　

相
続
・
成
年
後
見
・
借
金
問
題
・

家
族
間
の
問
題
等
法
律
の
関
係
す

る
悩
み
を
抱
え
た
女
性
の
た
め
に

女
性
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

法
律
家
に
相
談
し
に
く
か
っ
た

人
、
女
性
な
ら
聞
い
て
も
ら
え
る
、

話
せ
る
と
思
っ
て
い
る
人
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
厳
守
・
予
約
不
要
で
す
の

で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

２
月
28
日
（
日
）
10
時
～
16
時

■
場
所

　

ア
ス
パ
ム
５
階
「
あ
す
な
ろ
」

　
（
青
森
市
安
方
１
丁
目
）

■
主
催

　

青
森
県
司
法
書
士
会

■
そ
の
他

　

相
談
は
無
料
で
す
が
具
体
的
な

手
続
き
が
必
要
に
な
る
場
合
は
別

途
費
用
が
掛
か
り
ま
す
の
で
、
相

談
員
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】
青
森
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
７
（
７
７
６
）
８
３
９
８

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等

遺
障
害
、
死
亡
）、
賠
償
責
任
保
険
、

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

■
受
付
期
間

　

３
月
１
日
～
29
年
３
月
30
日

■
保
険
期
間

　

４
月
１
日
午
前
０
時
～

　

29
年
３
月
31
日
午
後
12
時

■
掛
け
金

　

１
人
年
額
８
０
０
円

　
　
　
　
　

～
１
万
１
０
０
０
円

　

※
団
体
の
活
動
内
容
、
年
齢
な

　
　

ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【
問
】
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
青
森

県
支
部

☎
０
１
７
（
７
８
２
）
６
９
８
４

　

町
で
は
28
年
度
の
奨
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

な
人
で
、
町
内
に
生
活
の
根
拠

（
就
学
に
よ
り
転
出
し
て
い
る
場

合
は
扶
養
者
）
を
有
し
、
高
校
、

高
専
、
短
期
大
学
、
大
学
お
よ
び

各
種
専
門
学
校
に
在
学
ま
た
は
進

学
す
る
人
。

■
貸
与
月
額

○
高
校
お
よ
び
高
専
１
～
３
年
生

　

月
額
２
万
円
以
内

○
高
専
４
、５
年
生
、
短
期
大
学
、

の
皆
さ
ん
の
、
売
上
拡
大
・
経
営

改
善
・
新
商
品
開
発
・
創
業
・
起

業
・
Ｉ
Ｔ
・
情
報
化
等
の
経
営
上

の
お
悩
み
に
つ
い
て
、
各
分
野
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
無
料
で

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
八
戸
会
場

　

２
月
25
日
、
26
日
、
３
月
11
日
、

　

17
日
、
24
日
、
25
日

○
五
戸
会
場

　

２
月
25
日
、
３
月
24
日

○
三
戸
会
場

　

２
月
26
日
、
３
月
25
日

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い
。

【
申
・
問
】
青
森
県
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
事
務
局

☎
０
１
７
（
７
２
１
）
３
７
８
７

　

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
幅
広
く
適
用
さ
れ

ま
す
。
４
人
以
上
の
団
体
で
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
事
故

　

団
体
活
動
中
、
往
復
の
事
故

（
自
動
車
事
故
に
よ
る
賠
償
責
任

は
適
用
外
）

■
補
償
内
容

　

傷
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、
後

　

大
学
お
よ
び
各
専
門
学
校

　

月
額
４
万
円
以
内

※
月
額
は
個
人
の
貸
与
希
望
金
額

　

を
基
準
に
町
奨
学
資
金
の
予
算

　

の
範
囲
内
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
利
子
お
よ
び
償
還
方
法

○
無
利
子

○
貸
与
期
間
終
了
後
１
年
間
据
え

　

置
き
、
10
年
以
内
の
償
還

■
必
要
書
類

①
申
請
書
（
教
育
課
お
よ
び
町
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

②
保
護
者
の
所
得
証
明
書

　
（
26
年
分
）

③
在
学
証
明
書
ま
た
は
合
格
通
知

　

書
の
写
し

■
受
付
期
間

　

３
月
１
日
（
火
）
～
31
日
（
木
）

【
申
・
問
】
教
育
課
学
校
教
育
グ

ル
ー
プ
☎
（
８
８
）
２
４
９
５

　

青
森
県
は
25
年
参
議
院
議
員
選

挙
と
26
年
衆
議
院
議
員
選
挙
の
投

票
率
が
２
年
連
続
「
全
国
最
下
位
」

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
こ
の

不
名
誉
を
挽
回
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
若
い
皆
さ

ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
内
容

　

参
議
院
議
員
選
挙
（
28
年
７
月

執
行
予
定
）
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
案

■
応
募
資
格

　

県
内
の
高
校
生
・
大
学
生
な
ど

10
代
後
半
か
ら
20
代
の
個
人
ま
た

は
グ
ル
ー
プ

■
応
募
締
切　

２
月
22
日
（
月
）

■
応
募
規
定

　

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
案
の
「
絵
コ
ン
テ
」

ま
た
は
「
動
画
」
を
提
出

《
条
件
》「
投
票
率
が
２
年
連
続
全

国
最
下
位
」、「
そ
の
脱
出
を
目
指

す
」
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い
。

【
問
】
青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局 

／ http://senkyopr.
pref.aom

ori.lg.jp

（
青
森
市
長
島
１
丁
目
１
―
１
）

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
０
７
６

　

プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
や
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

■
コ
ー
ス

①
午
前
コ
ー
ス

　

２
月
29
日
（
月
）
10
時
～

　

３
月
４
日
（
金
）
10
時
～

②
午
後
コ
ー
ス

募集
28
年
度
階
上
町
奨
学
生

募集

募集
健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ

ス
ク
ー
ル

投
票
率
最
下
位
脱
出
！

Ｃ
Ｍ
案

募集
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

に
加
入
し
ま
せ
ん
か

相談
女
性
の
た
め
の

女
性
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

相談
よ
ろ
ず
出
張
相
談
会
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お知らせ information
　

３
月
３
日
（
木
）
13
時
30
分
～

　

３
月
５
日
（
土
）
13
時
30
分
～

③
夜
コ
ー
ス

　

３
月
２
日
（
水
）
20
時
～

※
５
コ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
選
ん
で

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル

■
受
講
料

　

無
料
（
た
だ
し
、
初
回
の
み

テ
キ
ス
ト
代
・
保
険
料
と
し
て

５
０
０
円
掛
か
り
ま
す
。）

【
申
・
問
】
健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン

グ
教
室
事
務
局

　
　
　
　

☎
（
４
５
）
１
０
２
２

　

日
本
全
国
ど
こ
で
起
き
た
交
通

事
故
で
も
対
象
と
な
り
、
弔
慰
金

ま
た
は
け
が
の
程
度
に
応
じ
て
見

舞
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

■
加
入
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

人
が
加
入
で
き
ま
す
。

①　

階
上
町
に
住
民
登
録
し
て
い

　

る
人

②　

①
と
生
計
を
共
に
し
て
い
る

　

人
で
、
就
労
や
修
学
の
た
め
に

　

町
外
に
住
ん
で
い
る
人

③　

町
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
、

　

ま
た
は
学
校
等
に
在
学
し
て
い

　

る
人

ル
ー
プ
☎
（
８
８
）
２
１
１
９

　

肺
が
ん
、
中
皮
腫
な
ど
、
石
綿

関
連
疾
病
に
か
か
っ
た
方
へ
の
補

償
・
救
済
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

石
綿
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り

発
症
す
る
疾
病
に
は
、
肺
が
ん
、

中
皮
腫
、
石
綿
肺
、
び
ま
ん
性
胸

膜
肥
厚
、
良
性
石
綿
胸
水
な
ど
呼

吸
器
系
疾
病
が
多
く
、
そ
の
潜
伏

期
間
は
石
綿
を
吸
っ
て
か
ら
30
年

以
上
と
非
常
に
長
い
こ
と
が
特
徴

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
呼
吸
器
系
疾
病
が
石

綿
を
吸
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る

と
認
定
さ
れ
た
方
は
、
国
が
運
営

す
る
労
災
保
険
制
度
ま
た
は
石
綿

健
康
被
害
救
済
制
度
か
ら
各
種
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
族
の
中
で
、
仕

事
で
石
綿
を
取
り
扱
い
、
ま
た
は

吸
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
肺
が
ん
、

中
皮
腫
等
の
呼
吸
器
系
疾
病
に
か

か
っ
た
方
ま
た
は
亡
く
な
っ
た
方

が
い
ま
し
た
ら
、
青
森
労
働
局
労

災
補
償
課
ま
た
は
お
近
く
の
労
働

基
準
監
督
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
】
青
森
労
働
局
労
災
補
償
課

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
４
１
１
５

■
会
費　

１
人
３
５
０
円

■
共
済
期
間

　

４
月
１
日
～
29
年
３
月
31
日

※
４
月
１
日
以
降
の
加
入
は
、
加

　

入
し
た
日
時
か
ら
そ
の
年
度
の

　

３
月
31
日
ま
で
。

■
加
入
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
加
入

で
き
ま
す
。
２
重
加
入
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

《
１
》
団
体
加
入

　

①
町
内
会
で
取
り
ま
と
め
を
し

　
　

て
加
入

　

②
新
小
学
校
１
年
生
か
ら
現
在

　
　

の
中
学
校
３
年
生
ま
で
に
つ

　
　

い
て
は
学
校
を
通
し
て
加
入

《
２
》
個
人
加
入

　

町
民
生
活
課
窓
口
で
加
入

■
共
済
見
舞
金
の
請
求

　

交
通
事
故
で
け
が
を
し
て
通
院

し
た
場
合
や
死
亡
し
た
場
合
に
請

求
で
き
ま
す
。
請
求
期
間
は
、
事

故
日
か
ら
１
年
以
内
で
す
の
で
、

請
求
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

■
階
上
町
加
入
実
績
（
26
年
度
）

○
加
入
者
数　

６
４
７
１
人

○
加
入
率　

45
・
78
％

○
見
舞
金
（
請
求
件
数
）　

24
件

○
見
舞
金
（
金
額
）

　
　
　
　

１
７
１
万
５
０
０
０
円

【
問
】
町
民
生
活
課
生
活
環
境
グ

お知らせ
石
綿
関
連
疾
病
に
関
す
る

補
償
・
救
済

お知らせ
28
年
度
交
通
災
害
共
済

加
入
受
付
開
始

自衛官等募集のお知らせ
自衛官等を次のとおり募集します。

募集種目 資格 受付期間 試験期日 試験地 合格発表 入（校）隊

自衛官
候補生

男
子

一
般

技
能

18歳以上
27歳未満

随時受付
受付時に
お知らせ

3月下旬～
4月上旬

教育訓練の
開始時期
7月以降

青森駐屯地または
八戸駐屯地

八戸駐屯地

青森駐屯地

18歳以上
34歳未満

受験時に
お知らせ

※

予備自
衛官補

1月	8 日～
3月 24日

4月 11日

※保有する技能に応じ次の区分のとおり年齢制限があります。
　　○衛生甲・法務………18歳以上 55歳未満または 18歳以上 54歳未満
　　○衛生乙・語学・整備・情報処理・通信・電気・建設・放射線管理………18歳以上 53歳未満
詳しくは問い合わせてください。

【申・問】防衛省　自衛隊青森地方協力本部　八戸地域事務所　☎ 45-1920



広報はしかみ　2016・2

総人口
男
女

世帯数

総人口
男
女

世帯数

　14,062 人
　7,015 人
　7,047 人
5,873 世帯

　14,068 人
　7,021 人
　7,047 人
5,883 世帯

（＋　9）
（－　2）
（＋ 11）
（＋ 12）

（＋　6）
（＋　6）
（±　0）
（＋ 10）

22

お得な口座振替をお勧めします！
国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。

口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので

金融機関等に行く手間が省ける上、納め忘れもなくとても便利です。

【問】
　八戸年金事務所
　　  　　　☎ 43-7369
　町民生活課
　　戸籍住民グループ
　　  　　　☎ 88-2872

お得な口座振替をお勧めします！

お手続きは、納付書または年金手帳、通帳・金融機関届出印を持参の上、
ご希望の金融機関または年金事務所へ。

戸籍の窓人口と世帯数
平成 28 年 1 月 1 日現在

平成 28 年 2 月 1 日現在

※他市町村に届け出た人で掲載を希望する場合は、町民生活課☎ 88-2872 までご連絡ください。

平成 27 年 12 月 16 日～平成 28 年 1 月受付分（敬称略）

編集後記

【お誕生おめでとう】 【お悔やみ申し上げます】

（希望者の分を掲載しています）

【前途を祝福します】
（住所または元の本籍）

西　村　悠　樹（大　蛇）
大　山　祐　美（五戸町）
小　松　亮　介（耳ケ吠西）
類　家　加　奈（五戸町）
萩　原　恵　太（八戸市）
安　藤　紗弥夏（耳ケ吠西）

（
（
（

き き

　りん　

あ ゆ な

　れん　

　じん　

こ こ と

え ん と

▷12月24日に結成された道仏少年消
防クラブ。新しい活動服に袖を通し
たとき、児童たちが見せた、きらき
らした笑顔がとても印象的でした。
　これから地元で防火活動を行って
いく児童のためにも、みんなで火災
予防に努め、火事のない町を目指し
ましょう。　　　　　　　　（田村）

納税には便利な口座振替をご利用ください
　口座振替制度は、町税等の納期限日に金融機関の預貯金口座から自動的に振り替える便利・安全・確実
な方法です。※各納期限の 1カ月前までに取扱金融機関に申し込んでください。
≪申し込みに必要なもの≫
　通帳、通帳届出印鑑、納税通知書
≪口座振替できる町税等≫
　軽自動車税、固定資産税
　町県民税、国民健康保険税
　介護保険料、後期高齢者医療保険料

≪取扱金融機関≫
　青森銀行（本・支店）、青い森信用金庫
　みちのく銀行（本・支店）、八戸農業協同組合階上支店
　青森県信用漁業協同組合連合会（階上代理店）、ゆうちょ銀行

【問】税務課　収納グループ　☎ 88-2114

お得な情報

保険料をまとめて前払い（前納）
すると保険料がお安くなります。
たとえば、早割にすると５０円お得
です！
６カ月・１年分・２年分まとめて払
うとさらにお得です！

（父の名・母の名）　			地区
木　村　葵　樹（夏　樹・あさ美）

濱　平　　凜　　（　徹　・かなゑ）

堀　切　彩由奈（智　行・尚　子）

地代所　　蓮　　（和　也・奈　々）

鈴　木　　仁　　（健　仁・侑　希）

二ノ久保　心　刀（定　勝・充　子）

福　田　縁　人（克　美・聖　実）

逢　坂　昭　夫（72・耳ケ吠東）
髙　山	 正　美（65・道　仏）
地代所	 ヨ　シ（86・鳥屋部）
木　村　由次郎（82・追　越）
新井田　リ　セ（78・追　越）
津　川　セ　ツ（75・耳ケ吠西）
尾　本　嘉　彦（53・野場中）
髙　山　秀　雄（78・道　仏）
久保沢　久　子（57・鳥屋部）
髙　橋　秀　男（76・野場中）
蛭　子　清五郎（84・赤保内）
成　田　ス　ヱ（88・石　鉢）
小笠原　ツ　セ（90・石　鉢）
阿　部　　　馨（54・耳ケ吠東）
鳩　　　清　見（68・蒼　前）
西　山　ふ　じ（94・金山沢）
中　村　た　み（89・蒼　前）
坂　本　和　広（24・大　蛇）

道　仏

耳ケ吠西

耳ケ吠西

鳥屋部

蒼　前

追　越

野場中
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行事＆くらしのカレンダー 2/16（火）～3/15（火）

21 22 23 24 25 26 27

  16 17 18 19 20
 日 月 火 水 木 金 土

28 29 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15

2 月

3 月

離乳食教室

缶・びん・ペット
雑誌・チラシ・古布
1歳6か月児健診

缶・びん・ペット
雑誌・チラシ・古布

缶・びん・ペット
新聞・ダンボール

缶・びん・ペット
新聞・ダンボール

燃やせる（中・西）
納税相談
行政・人権・
心配ごと相談
教育相談　

燃やせる（中・西）
粗大（東）
納税相談
行政・人権・
心配ごと相談
教育相談　

燃やせる（中・西）
納税相談
開放日

燃やせる（中・西）
納税相談

燃やせる（中・西）
納税相談
開放日

燃やせない

家庭婦人バレー
ボール大会

（中体）

燃やせる（東）

燃やせる（東）

燃やせる（東）

燃やせる（東） 卒業式（階中・道
中）

健

ご

ご

ご

ご

ご

ご

相

相

相

相

相

相

相

相

相

民

民

ご

ご

ごご

ご

ご

ご

ご
6 7 8 9 10 11 12

23

カレンダーの内容は
町ホームページにも掲載しています。
　　（トップ＞お役立ち情報）

相

民

相

健

ご

相

中央・
西部地域

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、
田代、晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、
耳ケ吠西

耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前
道仏、小舟渡

○ごみは、必ず透明な袋に入れて出してください。
〇ごみは、収集日

4 4 4

に、自分の住んでいる地域のごみ
　収集所へ、朝 8 時までに出してください。
〇ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
　が来るとは限りません。

東部地域

聞き逃し
たと思っ
たら

ごみ収集日（中・西：中央、西部地域／東：東部地域／地域名の表示がないのは全地域収集）
行政・人権・心配ごと相談（第 3 火曜日、ハートフルプラザ、13:00 ～ 15:00） 
教育相談（第 3 火曜日、ハートフルプラザ、13:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（毎週火曜日、税務課、17:30 ～ 19:30）
民俗資料収集館開放日（第 2・4 火曜日、9:00 ～ 16:00、
ボランティアガイドが案内します）
乳幼児健診

ごみ収集の地域区分

各課直通電話をご利用ください

88-2129
88-2114
88-2872
88-2119

88-2219・2162
88-2641
88-2115
88-2049
88-2946
88-2112
88-2873
88-2113
88-2874
88-2116
88-2875
88-2118
88-2120
88-2495

88-2698・2764
88-2369

賦 課 グ ル ー プ
収 納 グ ル ー プ
戸籍住民グループ
生活環境グループ
健康増進グループ
福 祉 グ ル ー プ
介 護 グ ル ー プ

庶 務 グ ル ー プ
行政防災グループ
政策推進グループ
財 政 グ ル ー プ
農林水産グループ
商工観光グループ
土木建設グループ
下 水 道 グ ル ー プ
学校教育グループ
社会教育グループ

税 務 課

町 民 生 活 課

保 健 福 祉 課

総 務 課

総 合 政 策 課

産 業 振 興 課

建 設 課

教 育 課

出 納 室
農 業 委 員 会

議 会 事 務 局
土・日・祝日および17:00以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

 課名・グループ名等 直通電話番号

１
階

２
階

３階

防災無線電話応答サービス
☎80-1220 過去6回分まで確認できます（時報含）

放送内容は、町ホームページでも
　　公開していますのでご覧ください
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広報はしかみは 4,800 部作成し、印刷経費は 1 部当たり 71.6 円です。

はしかみ

今と未来をつなぐ“復興の懸け橋”

歩道橋の名称について

～大蛇さざ波歩道橋が完成～

～大蛇小学校 5 年生 広瀬美優さんが考案～

事業概要

　大蛇地区に大蛇さざ波歩道橋が完成しました。大蛇地区は東日本大
震災による津波の被害が集中した地区であり、避難路の整備が急務と
なっていたため新設したものです。これまで高台への避難は、歩道橋
から 300m離れた踏切を渡るしかありませんでしたが、歩道橋を利用

することで所要時間、移動距離
ともに半分以下に短縮でき、緊
急避難場所へ短時間で避難する
ことができるようになりました。
　12月 22 日、渡橋式が行われ、地域住民や大蛇小学校の全校児童ら
約 100 人が出席。関係者によるテープカットに続き、参加者全員での
渡り初めを行い、命をつなぐ復興の懸け橋の完成を祝いました。

　歩道橋が末永く地域から愛さ
れるよう、将来、地域を担う近隣
の大蛇小学校の児童の皆さんに
歩道橋の名称を考えていただき
ました。
　50作品の応募の中から選ばれ
たのは、大蛇小学校5年生の広瀬
美優さん考案の「大蛇さざ波歩道
橋」。この名称には「突然私たち
を襲った津波。これからは、いつ
も静かで優しい波でいてほしい」
という願いが込められています。

○所 在 地
　　　大字道仏字大蛇　地内
○事業年度
　　　平成 25～ 27年度
○事 業 費　2 億 1600 万円
○橋　　長　28m
○幅　　員　2.1m


